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平成 17 年 3 月期  第 3 四半期財務・業績の概況（連結） 
 

    平成 17 年２月４日 

上場会社名  株式会社村上開明堂 （コード番号：7292 東証第２部） 

（ＵＲＬ http://www.murakami-kaimeido.co.jp/ ）   
問合せ先       代表者役職・氏名 取締役社長 武藤忠義 ＴＥＬ：（054 ）286 -2161        

                        責任者役職・氏名 常務取締役 小川忠彦 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有 
      法人税等の税金費用の計上については、一部簡便法によっております。 

また、その他影響額の僅少なものについては、一部簡便的な手続きによっております。 
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有 

連結(新規) １社 

 
２．平成 17 年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成 16 年４月１日 ～ 平成 16 年 12 月 31 日） 
(1)経営成績（連結）の進捗状況        (注)記載金額は百万円未満切り捨てて表示しております。 

 売 上 高 営業利益      経常利益      四 半 期 （当 期 ） 
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 
17 年３月期第3 四半期 32,673 6.6 63 - 230 - △145 - 
16 年３月期第3 四半期 30,650 - - - - - - - 
(参考)16 年３月期 42,015  557  809  242  

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜在株式調整後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭 
17 年３月期第3 四半期 △11.13 - 
16 年３月期第3 四半期 - - 
(参考)16 年３月期 17.96 - 

 (注)1.売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
   2.前期において四半期決算の開示は売上高のみのため、売上高以外の前年同四半期の実績は記

載しておりません。 
 
［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期におけるわが国経済は、設備投資の増加や好調な輸出により、企業収益が回復するなど、
緩やかな回復傾向にありましたが、秋口以降の原油価格、鉄鋼価格の上昇、為替市場における円高傾向
など、景気の先行きには不透明な部分を残しております。 

このような状況の中で、当社グループの第３四半期の業績は、事業別売上高で、ミラーシステム事業がと
りわけ海外子会社の売上高が好調に推移したことなどにより、前年同期比9.9％増の 28,002 百万円となり
ました。一方、建材事業の売上高は、前年同期比 9.7％減の 4,670 百万円となりました。 

利益面につきましては、北米子会社 Murakami Manufacturing U.S.A.Inc.での生産数量拡大に向けたイ
ニシャルコスト負担増に加え、新規製品の立ち上げロスも重なりました。 

この結果、当第3 四半期の連結売上高は、32,673 百万円(前年同期比 6.6%増)、経常利益 230 百万円、
四半期純損失 145 百万円となりました。北米子会社の赤字額は当初見込みを上回っておりますが、当社
グループ全体での業績においては、概ね計画どおり推移いたしました。 
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(2)財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株主資本      株主資本比率 １株当たり 
株主資本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭 
17 年３月期第3 四半期 34,725 20,221 58.2 1,545.44 
16 年３月期第3 四半期 - - - - 
(参考)16 年３月期 34,278 20,446 59.6 1,561.52 

 
［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期における総資産は 34,725 百万円となり、前連結会計年度末と比較して 446 百万円増加し
ました。株主資本は、四半期純損失 145 百万円計上などにより前連結会計年度末より225 百万円減少し
ました。 

株主資本比率は、58.2％となり前連結会計年度末と比較して 1.4 ポイント低下しました。 
 
 
 [参  考] 
 
平成 17 年３月期の連結業績予想（平成 16 年４月１日 ～ 平成 17 年３月 3１日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 
通     期 44,800 750 100 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）   7 円 64 銭 
 
［業績予想に関する定性的情報等］ 
平成 16 年 11 月 19 日発表の通期の業績予想に変更はありません。 
 
(注)上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想と異なる結果となる場合があります。 
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１．（要約）四半期連結貸借対照表 
                                                      （単位：百万円） 

当四半期 (参考) 
(平成 17 年 3 月期 

第３四半期末) 
(平成 16 年 3 月期) 

 
科目 

 
金額 金額 

(資産の部)   
Ⅰ 流動資産 14,940 14,862 

現金及び預金 1,955 3,013 
受取手形及び売掛金 8,770 8,527 
たな卸資産 3,379 2,437 
繰延税金資産 468 459 
その他 462 477 
貸倒引当金 △95 △ 53 

Ⅱ 固定資産 19,785 19,416 
有形固定資産 14,295 14,148 

建物及び構築物 2,755 2,784 
機械装置及び運搬具 4,327 4,385 
工具器具及び備品 1,644 1,645 
土地 5,112 5,115 
建設仮勘定 455 218 

無形固定資産 816 726 
投資その他の資産 4,673 4,542 

投資有価証券 3,515 3,234 
繰延税金資産 632 634 
その他 587 751 
貸倒引当金 △61 △ 77 

資産合計 34,725 34,278 
(負債の部)   

Ⅰ 流動負債 10,555 10,183 
支払手形及び買掛金 6,438 6,913 
短期借入金 1,488 583 
未払法人税等 146 290 
製品補償引当金 280 318 
賞与引当金 347 621 
その他 1,854 1,456 

Ⅱ 固定負債 3,552 3,443 
長期借入金 352 363 
退職給付引当金 2,029 2,022 
役員退職慰労引当金 773 742 
その他 396 314 

負債合計 14,107 13,626 
(少数株主持分)   

少数株主持分 396 206 
（資本の部）   

Ⅰ 資本金 3,165 3,165 
Ⅱ 資本剰余金 3,528 3,528 
Ⅲ 利益剰余金 12,483 12,771 
Ⅳ その他有価証券評価差額金 1,240 1,173 
Ⅴ 為替換算調整勘定 △187 △187  
Ⅵ 自己株式 △8 △ 5  

資本合計 20,221 20,446 
負債、少数株主持分及び資本合計 34,725 34,278 
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２．（要約）四半期連結損益計算書 
                                                      （単位：百万円） 

当四半期 (参考) 
(平成 17 年 3 月期 

第３四半期) 
(平成 16 年 3 月期) 

 
科目 

金額 金額 

   
Ⅰ 売上高 32,673 42,015 

Ⅱ 売上原価 29,041 37,069 

売上総利益 3,631 4,945 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 3,568 4,388 

営業利益 63 557 

Ⅳ 営業外収益 279 378 

受取利息及び配当金 27 41 

持分法による投資利益 - 20 

その他 252 316 

Ⅴ 営業外費用 112 126 

支払利息 38 50 

持分法による投資損失 5 - 

その他 67 75 

経常利益 230 809 

Ⅵ 特別損失 5 65 

固定資産処分損 5 65 

税金等調整前四半期(当期)純利益 224 744 

法人税等 317 441 

少数株主利益（控除） 52 60 

四半期(当期)純利益 △145 242 

 


